
記入例2　住居の増改築についての代嘩権及び高額の物品購入についての
同意権の付与を求める場合

申立書を提出する裁判所

作成年月日

貼用収入印紙
予納郵便切手
予納収入印紙

補　　 助　　 開　　 始　　 申　　 立　　 霊

l　 ま、　 に　 の　 ま

欄芸詔 書警みとしての収入印紙をはる （はった印鮒 こ押印しない）。

申 場合800 円

立
手
数

補助開始＋同 、権付与の場合1，600 円分

補助開始＋代 権付与の場合1．600 円分
料 補助開始＋同 ：権付与＋代理権付与の場合2，400 円分

件番号　平成　　　年（家　）第、

庭裁判所

御中

平成0　年　0　月　0　日

申　立　人　の

署　名　押　印

又は記名押印

添 付 書 類

（同じ書類は 1 通で足 ります。審理のため に必要な場合 は、追加書類 の提 出をお願いすることがあ ります。）

□ 本人の戸籍謄本 （全部事項証明書）　　　　 □ 本 人の住民票又は戸籍附票

□ 本人の登記 されていない ことの証明書　　　 □ 本人の診 断書 （家庭裁判所が定め る様式のもの）

□ 本人の財産に関する資料　　　　　　　　　 □ 補助 人候補者の住民票又は戸籍附票

□ （同意権又 は代理権付与を求 める場合）同意権又 は代理権 を要する行為 に関する資料 （契約書写 し等）

□

平
日
の
日
中
に
連
絡
の
つ
く
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
　
（
携
帯
電

話
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
）
。

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
人
を
付
す
る
必
要
が
あ
る
方
に

申

立

人

住　　 所

〒0 クロー ク0 0 0　　　　　 電話　　 ○○ （0 0 云‾‾ム ）○‘日計○

ク の昆 ククや 0 8 町 ク丁目 8 番 地 （　　 方）

フリガナ

氏　 名

つウ　 ／　　 イナ　ウウ 大正
軍 雪子　 一 郎 ⑳ 8 年 0 月 ク日生

平成

職　　 業 牽 、　 搬

本人　と
※？ 雪会成年ヲ成訝 芸見入3 冒親雪空諾 讐嘉 ）後見監督人　 ）

の関係 6　保佐人・保佐監督人　　 7　任意後見受任者・任意後見人・任意後見監督人
8　その他 （　　　　　　　　 ）

本

人

本　　 籍
ク ロ 芸還 0 。 市 ク 0 町 ♂各 地

住　　 所

〒ク．ククー　 ♂dHク0　　　　　 電話　　 ♂ク （〇〇〇〇　ア0 0 0

♂ ∂風 ククや 0 0 町 ク丁目 0 番 地 （　　 方）

フリガサ

氏　 名

プウ ／ 朽 りウ

呼 野 一 郎

明治
㊧ ♂年 0 月 ○日生

職　　 業 轟 こ　 耳附

（注）太わくの中だけ記入してください。　※の部分は，当てはまる番号を○で囲み．3又は8を選んだ場合
には，（）内に具体的に記入してください。

補助（1／2）

裁
判
所
か
ら
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に

正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。



申　　　 立　　　 て　　　 の　　　 趣　　　 旨

本 人　に　つ　い　て　補 助　 を　開　始 す　 る　と　の　審 判　 を　求　め　 る。

（必ず，当てはまる番号を○で囲んでください。）

① 本人が以下の行為 （日用品の購入その他日常生活に関する行為を除く0）をするには・

その補助人の同意を得なければならないとの審判を求める。（☆）

⑦ 本人のために以下の行為について補助人に代理権を付与するとの審判を求める0

（行為の内容を記入してください。書き切れない場合は別萩を利用してください。）

／ J二つさ 、食 ヱ∂万 円 以 上 の物 品 の 絶 入

2 ド つさ 、私 先 泉 の薮 神 の 増 玖 象 に 晒 すろ密 主乙卓絶

こ
の
申
立
て
を
す
る
に
至
っ
た
い
き
さ
つ
や

事
情
を
分
か
り
や
す
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申　　　 立　　　 て　　　 の　　　 実　　　 情

（申立ての理由，本人の生活状況など具体的に記入してください。書き切れない場合は別紙を利用してくだ
さい。）
私 は、一人蘇 らレ邑レてし、右が溜 知晶の蒔 水 が 出ていると乞拙 、牟練の王滝

の確 もわ らのて、、佳人で し、ろ象を磯 路壊 し、右 畢夫婦 と問屋 することドLrこ。

一人で契 約 することや 宥 書乙＃ 私印 のが、斤を な のて二番 恥 神 呼 人Jて

遽 任 してl ↓レ、。手に 鍵 、…綱 統 ～あ 修 な 才銅 線 入 レて

医何 てこと小一ぁ フト ので、細 堺 人 lこl纏 虜 与 えては L L、．

補助人

候補者

酎

聞

1．申立人と
同じ（右柵
の記載は
不要）

‘申立人以

住　　 所
〒0 （）0　－　8日つく〉0　　　 電話　　　 8仁0 （クO Cや （トロ0 9
ク絹 ♂絹 ∂β町 0 7筍 0番や　　　 方，

フリガナ

氏　 名

つり ／ タ ロワ
甲 朝 ， 八 郎

針 年 0 月 0 日生

職　　 業
合 ネ1 夢∴ 芸 £ 羞 長　 野

勤務先
電話　　　 0 0 （8 0 0）0　0 0 0 C，

外（右欄に
記載）

0 0 乳 0 ♂市 ¢♂町 0 7 日 p 番 〇号　 0 0 向 春

（ま）太わくの中だけ記入してください。 ☆申し立てる行為は，民法第13粂第1項に規定されている行為の
部に限られます。

補助 （2／2）

法人の場合には，商業登記簿上の名称又は商号，代表著名及び主たる事務所
又は本店の所在地を適宜の欄を使って記載してください。

別
紙
を
利
用
す
る
場
合
は
、
同
意
権
と
代
理
権
を

区
別
し
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。


